


　桜御門は、 桜の馬場と三の丸を画する位置に築

かれました。 江戸時代前期の高松城下を描いた

『高松城下図屏風』 に既に瓦葺の櫓門が描かれ

ており、 築城後早い段階で整備されていた門であ

ることが分かります。

　門には、 藩主の在城時や折々の節句に合わせ

て桜の文様をはじめとする３種類の幔幕が懸け替

えられていたことが 『小神野筆帖』 等の文献資料

に記されています。 今回幔幕を復元製作しました。 桜御門の位置（『旧高松御城全図』（香川県立ミュージアム蔵）に加筆）

建物が焼失したあとの桜御門石垣（復元整備前） 赤く変色した石材。ひびや割れも多い

　天守をはじめとする建造物

の多くは明治に入ってから破

却されましたが、 桜御門は

月見櫓や艮櫓等とともに残さ

れ、 昭和 19 （1944） 年には

旧国宝 （現在の重要文化財）

に指定されることが内定して

いました。 ところが翌 20 年

の高松空襲によって被災し、

焼失してしまいました。 現在

も石垣には門の焼失に伴う

赤い変色が残されています。

　構造形式 ： 脇戸付櫓門、 入母屋造、 本瓦葺　

　規模：〈下層門〉　桁行正面二間、 背面一間　梁間三間、 〈上層櫓〉　桁行六間 （11.780ｍ） 梁間二間半 （4.908ｍ）

　仕上 ： 〈屋根〉 本瓦葺　〈外壁〉 大壁　漆喰塗　腰壁　下見板張

　建築工事費 ： 295,379 千円　　　建築工事実施設計 ・ 工事監理費　33,550 千円

お が の ひ っ ち ょ う

た か ま つ じ ょ う か ず び ょ う ぶ

つきみやぐら うしとらやぐら

わ き ど つ き や ぐ ら も ん い り も や づ く り  ほんかわらぶき

けたゆき はりま

おおかべ　　し っ く い ぬ り      こしかべ　　 　し た み い た ば り 

『高松城下図屏風』に描かれた桜御門
　　　　　　（香川県立ミュージアム蔵に加筆）



　史跡で歴史的建造物を再現するには、入念な調査研究が不可欠です。可能な限りの資

料を収集し、その分析・研究を積み上げて復元の根拠を整理します。

　桜御門には、詳細な指図（設計図）や調査図面、模型等は残されていませんでした。今

回の復元に当たって参照した資料は主に①古写真、②現地に残る痕跡、③発掘調査成

果、④聞き取り調査と類例調査成果に区分できます。

　これらの資料を根拠に、現存する石垣や礎石といった史跡の本質的価値の構成要素を

損なうことのないように留意して設計を進めました。また、現代における歴史公園内の新

築建物としての観点から、耐震・防火等の安全性能の確保にも努めました。

　こうして、有識者で構成された史跡高松城跡整備会議の助言を受けつつ復元設計案を

作成して文化庁と協議を進め、何度かの修正を経て復元の許可を得ることができたため、

復元整備工事に着手しました。

　工事は令和元（2019）年度から開始し、令和４（2022）年６月に完成しました。発掘調査の

開始から門の完成まで、足掛け12年を要した事業でした。

桜御門復元整備の工程
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桜御門復元整備工事設計図の一部 製作した３種類の幔幕



桜御門古写真（左上：奈良文化財研究所提供  左下：高松市歴史資料館蔵）とその解析

　現地には焼失前の桜御門の痕跡が多く残

されています。 礎石には柱の根巻金物の

サビが付着しており、 柱の寸法がかなり正

確に分かります。 石垣の上には焼失した建

物土台に沿って石が変色した痕跡も見られ

ました。

　桜御門は昭和 20 年まで残っていたことで、 城内の建造

物の中でも比較的多くの古写真が残されていました。 特に

戦前に撮影されたと考えられる非常に鮮明なガラス乾板の

写真 （左上） が発見されたことで、 外観の詳細なデザイ

ンや、 細部のサイズを読み解くことができました。 古写真

は収集した復元根拠の中で最も有力な資料となりました。

礎石に残る柱の痕跡 火災による被熱の痕跡



月見櫓の木材加工方法調査 鯱のデザイン原画

　門は昭和 20 年まで存在したため、 焼失前の門の内部に

出入した経験のある方から聞き取り調査をすることができま

した。 この際に、 二階部分の床は板張りであったこと、

入口付近に階段が設けられていたこと等が分かりました。

　現地に残る資料だけでは分からない点については、 主に

水手御門や旭門など、 城内に残る他の建造物を参考にし

ました。 鯱瓦の形や漆喰の塗り方、 木材表面の加工方法

などは城内の類例を参考に決定しています。 また、 使用

木材の種類を決める際には高松城以外の城郭に残る櫓門

の類例も調査しました。

　櫓門が載っていた石垣について、 解体修理に伴い発掘

調査を行いました。 門が焼失した際に発生した大量の火災

ゴミの層を確認したことで、焼失直前の門に使われていた瓦・

漆喰等の部材に関する情報が得られました。 これらは歴史

資料であるとともに、 復元工事の根拠資料にもなりました。

　また、 石垣解体に伴う調査からは、 桜御門が江戸時代に

複数回の改修を受けていることが明らかになりました。 今回

復元した門の姿は、 築城当初から変わらず残っていたもの

ではなく、 何度か建て替えられた桜御門の最終形態だという

ことになります。

み ず て ご も ん あさひもん

発掘調査の様子

　　出土した瓦（上）と工事で製作した瓦（下）

　　類例①　月見櫓・水手御門・渡櫓

　　類例②　旭門








